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めざせ！ 日本一“Ｖ奪還”

●募集中です!!飛驒牛応援協力金 ９月６日㈬まで。問合先  高山市飛驒牛応援実行委員会事務局（畜産課内）☎35-3142
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４
２

　
宮
城
県
で
9
月
7
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る「
第
11

回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」を
控
え
、7
月
19
日
に
岐
阜
県
の
最

終
選
考
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。当
日
は
第
7
区
、第
8
区
、第
9
区

の
選
考
が
行
わ
れ
、す
で
に
決
定
し
て
い
る
出
品
区
を
含
め
、岐
阜

県
代
表
と
な
る
全
27
頭
の
出
品
牛
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
27
頭
の
う
ち
、市
内
か
ら
は
25
頭
の
和
牛
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

（
下
表
参
照
）。今
大
会
も
地
域
一
丸
と
な
って
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
25
頭
が

出
場
決
定

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

　
　（
宮
城
全
共
）岐
阜
県
代
表
牛

全国和牛能力共進会宮城大会の出品牛選考状況（高山市内関係分）
部門 出品区とその説明 出品牛名号 出 品 者

種牛の部

第１区（若雄） 県の改良方針に基づいて計画的に造成された種雄牛候
補を評価します。 光

みつ

清
きよ

岐阜県畜産研究所

第２区（若雌の１） 月齢14～17カ月未満の最も若い雌牛を評価します。 ひこざくら 丹生川　荒
あら

川
かわ

 大
だい

悟
ご

さん
第３区（若雌の２） 月齢17～20カ月未満の若い雌牛を評価します。 ふくてるしげ 朝　日　永

なが

瀬
せ

 泰
やす

幸
ゆき

さん

第４区（系統雌牛） 将来にわたって系統の特色ある遺伝子を保留・固定
していくための体制作りなどを評価します。

みねかげとら 清　見　藤瀬肉牛農場㈲

ふじみね 丹生川　荒
あら

川
かわ

 大
だい

悟
ご

さん

第５区（繁殖雌牛群） 現在、地域で主力となっている雄牛を父とする雌
牛を一群で評価します。

ふくまる５ 高　根　中
なか

林
ばやし

 力
ちから

さん
やすひらしげ 朝　日　上

うえ

田
だ

 正
まさ

巳
み

さん
ももこ 高　根　下

しも

田
だ

 広
ひろ

司
し

さん
さざなみ 高　根　小

こ

林
ばやし

 剛
つよ

史
し

さん

第６区（高等登録群） 母牛と娘牛および孫娘牛の直系３代にわたる３頭
を一群として評価します。

あやめ 清　見　 栄
さかえ

 学
さとし

さん
ももこ 清　見　 栄

さかえ

 学
さとし

さん
ももくろ 清　見　㈲新谷畜産

第７区（総合評価群） 同じ父牛から生まれた雌牛の一群（種牛の部と肉
牛の部）を総合評価します。

いなほ 高　山　㈲中吉畜産
えりか 丹生川　荒

あら

川
かわ

 大
だい

悟
ご

さん
こうめ 清　見　杤

とち

本
もと

 俊
しゅん

一
いち

さん
ひかり 高　根　下

しも

田
だ

 広
ひろ

司
し

さん

肉牛の部

由
ゆ か り

香勝
かつ

全
ぜん

勝
しょう

清　見　㈲井田畜産

泰
やす

友
とも

勝
かつ

清　見　㈲井田畜産

葉
は

月
づき

７
なな

国　府　㈲牛丸畜産

第８区（若雄後代検定牛群） 今後地域の主力となることが期待される若
い雄牛を父とする肉牛を一群で評価します。

林
りん

太
た

郎
ろう

清　見　藤瀬肉牛農場㈲

一
いち

番
ばん

星
ぼし

清　見　藤瀬肉牛農場㈲

宏
ひろ

之
の

宝
たから

１
いち

清　見　藤瀬肉牛農場㈲

第９区（去勢肥育牛） 現在、地域で主力となっている雄牛を父とする肉牛
を評価します。

百
ゆ

合
り

花
はな

勝
かつ

清　見　藤瀬肉牛農場㈲

武
ぶ

真
しん

美
み

美
み

国　府　㈲牛丸畜産

特別枠 復興特別出品区（高校の部） 農業高校生の取り組みを評価し、将来の
後継者を育成します。 ともみさと 飛驒高山高校

計 25頭


